
使い途

Q 町田市へ寄附したお金は、どのような使い途や目的に使われるの？

A
町田市の未来への投資の財源として、寄附者が指定する下記のような
使い途や事業に活用させていただきます。

ありのまま自分を表現できるまちになる

思わず出歩きたくなるまちになる

みんなが安心できる強いまちになる

つながりを力にするまちになる

赤ちゃんに選ばれるまちになる

未来を生きる力を育み合うまちになる

自分らしい場所・時間を持てるまちになる

いくつになっても自分の楽しみが見つかるまちになる

人生の豊かさを実感できるまちになる

里山環境の保全・活用

地域コミュニティバス

地域介護予防活動の支援

まちだ キッズ アントレプレ
ナー プログラム

まちだ未来づくりビジョン2040
まちづくり基本目標による使い途



遺言書には「公正証書遺言」と「自筆証書遺言」があります。
ご自身の生前の想いを確かに実現させるため、「公正証書遺言」をお勧めいたします。
作成に当たっては、弁護士、司法書士等の専門家へご相談ください。

公正証書
遺言

公証役場で承認立会いの下、作成します。手数料がかかりますが、公証人が確認する
ため、不備が起こりづらく、また原本が公証役場に保管されるため、紛失や改ざん等
の恐れがありません。

自筆証書
遺言

ご自身が遺言書内容、作成日付及び氏名すべてを自筆で書き、押印したものです。手
軽に作成できますが、不備があり無効となったり、遺言の紛失や改ざんの恐れがあり
ます。

法務局に自筆遺言書保管制度があります。遺言書の紛失・改ざん防止に
加え、死後、推定相続人、受遺者及び遺言執行者等のうち1名に対し、
法務局に遺言書が保管されている旨を通知することができます。

①遺言書の作成様式

②留意事項

③遺贈、相続財産、遺言書作成等に関する無料相談窓口

遺言書の作成にあたっては、以下の点にご留意くださいますようお願いいたします。

記載
事項

遺贈先
（受遺者）

東京都町田市
（所在地：東京都町田市森野2丁目2番22号）

遺贈財産
負債や有価証券、不動産などお引受けできない財産がありますので、「財産の
すべて」といった包括的な記載はお避けください。
「現金○円」などのように財産を特定した記載をお願いいたします。

遺言執行者
遺言の内容を確実に実現するため、遺言執行者をご指定ください。多岐に渡る
手続きがあるため、弁護士、司法書士などの専門家の指定をお勧めいたします。

留意
事項 遺留分

配偶者や直系の相続人には、法律上、一定額の相続財産が保証されています。
支障なく遺贈手続きが進むよう、遺留分に配慮した遺言内容の検討をお願いい
たします。

042-724-2149


